
サロンあがたの森            第 141 回  
 

地域が人を育てる 
松本で継承される松高から信大への全人教育 
 

 

 

松高での教育は、知識や技術に偏らず、人間性を全面的、調和的に発達さ

せることをめざす全人教育でした。その教育は、松本市民によって暖かく優

しく見守られていました。そのうえ、上高地、常念岳など松本地域の鮮烈な

る自然の中に身を置き、松高生は自らの内面と深く対峙し、自我に目覚め、

豊かな人間性の醸成に努めたのでしょう。 

今の大学の教育システムを考えますと、大切なのは「全人教育」でありま

す。根本的に人間教育をどうしていくかが非常に重要となります。グローバ

ル化や高知識化する社会で活躍するためにもこのことは重要であります。 

人類の未来をも考えられる有為な人材を、この松本で育てるためにはどの

ようにしたらよいのでしょうか。皆様と一緒に考えたいと存じます。 
 

山沢清人さんは東京都武蔵野市出身。東北大大学院工学研究科修士課程修了。信大工学部助教授、

教授を経て 2006 年から 09 年 3 月まで工学部長。09 年 10 月から 15 年 9 月まで信大学長。専門は

電気機器学。工学部では変圧器を小型化し、携帯用電子機器に応用する技術などを研究した。長野

市在住。 

 

☆テーマに沿って話題提供者の話のあと、気楽に懇談。自由にご参加ください。 
 

主催 サロンあがたの森実行員会 共催 旧制高等学校記念館・松本高等学校同窓会 

問合せ 旧制高等学校記念館   ３５－６２２６ FAX ３３－９９８６  

話題提供    山沢 清人 さん  [ 前信州大学学長 ] 

日    時      1 月９日（土）  午後 1時 30 分 ～3 時 30 分 (予定) 
 

会    場     あがたの森文化会館 本館 1 ― 5  参加費 200 円 


